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多摩支部校友の皆様へ

2023年の新年を迎えて

明治大学校友会

東京都多摩支部

支部長 當麻 功

多摩支部校友の皆様、新

年明けましておめでとうご

ざいます。新たな気持ちで新年をお迎えのこと

と存じます。

昨年はロシア・ウクライナ問題に始まり、サッ

カーのワールドカップと明治大学各スポーツの

盛り上がりなど、話題と変化の多い年でした。

平素は多摩支部及び地域支部の校友会活動への

ご協力、ご支援をいただきありがとうございま

す。ここ3年にわたりコロナ禍の影響下、校友

会活動もままならず、校友間の交流の断絶や後

退があったことは否めません。特に地域支部長

と役員各位のご苦労は察して余りあるものがあ

ります。校友各位のさらなるご理解とご支援を

お願いいたします。そうした中ですが、今年度

は多摩支部が設立されて２０周年を迎えます。

コロナ禍に負けることなく、多くの先輩の方々

が積み上げてくださったこの組織を持続性ある

ものにすべく、いくつかの事業を計画していま

す。特に私が重要視しているものが、「メイジ

メイト ブック」です。各地域の地元で個人

事業主として頑張っておられるOB・OGの方々

を知ることで、日常的な生活の中での交流が生

まれ、絆が強まり深まることを願っています。

特に今回は士業界の先生方のご協力もいただ

いております。その理由は、高齢化社会にあっ

て、様々な問題が発生しています。実際、相続、

介護、病気その他が発生した時に、どこの誰に

相談したらよいのか、困るケースが多いはずで

す。そうした時に、皆さんのそばには信頼でき

るOB・OGの専門家が存在してくれています。

どうぞ安心してご相談してみてください。また、

お買い物をするときにはMEIJIのOB・OGのお

店を訪れてみてください。新たな交流が生まれ、

若手・女性会員数の増加にもつながるかもしれ

ません。現在、各地域支部役員の皆様がその基

礎となる情報収集に尽力していただいています。

今年の総会開催時にはその一部がお披露目でき

るようにしたいと思います。

今年の２０周年記念総会は、八王子の京王プラ

ザホテルで開催します。今までと異なる雰囲気

の中でいくつかのイベントとともに４年ぶりの

対面形式の総会をお楽しみください。役員一同、

心よりお待ちいたしております。

新年早々いまだ収束の気配が見込まれないコロ

ナですが、これを乗り越えるべく、今年も明治

魂を発揮して、力強く共に前へ進みましょう。
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新年のごあいさつ

校友会長

北野 大

日本国内および海外に
おられる校友の皆さま、

また、関係者の皆さ、

あけましておめでとうご

ざいます。
我らが母校明治大学は1881年、3人の若き

法学者による建学後、2031年に創立150

周年を迎えます。この記念すべき年に向け

校友会としてどのような形で母校を支援す
るか、2023年度はその方向性を決める大き

な節目の年になります。会員の皆さまのご

理解とご協力を得て大学の150周年事業に
向け、校友会として大いなる貢献をしたく

考えております。

さて、コロナ禍でここ3年間校友会活動は

大きな影響を受けてきました。幸いに昨年
は3年ぶりに代議員総会を対面で開催するこ

とができました。しかし、残念ながら全国

校友大会は3年連続の中止となってしまいま

した。この間、全国校友大会の開催に向け
ご準備をいただいた香川県支部、福島県支

部および岡山県支部の皆さまには心からお

礼を申し上げます。
2024年度以降に香川県支部(2024年度

開催決定)と岡山県支部(2028年度立候補)で

は再び全国校友大会の開催を引き受けてい

ただくという、心強い方針を出していただ
きました。

重ねて、関係する皆さまに感謝を申し上

げます。
2022年度の校友会活動を振り返りますと、

コロナに感染しないよう万全の措置を講じ

ながら、多くの支部で対面での支部総会、

講演会を開催することができました。
これらの会には大学から柳谷理事長はじめ、

多くの役員、教職員のご出席をいただきま

した。特に昨年は大学からその支部ごとの

詳細な資料(入学者の出身学校、卒業生の就
職先など)をご用意いただきました。これら

の資料は、会員相互の親睦および母校支援

の大きなツールになるものと確信しており
ます。ありがとうございました。

本年は愛知で、4年ぶりの全国校友大会が

開催される予定です。多くの校友との再会

を喜び、肩を組みあって我らが母校の校歌
を声高らかに歌えることを祈り、新年のご

あいさつとさせていただきます。

紙面構成上

縦長に調整
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理事長・学長 新春対談 抜粋
明大広報769号

柳谷 理事長（要旨抜粋）

・・・・・（略） ・・

「第3期中期計画がスター

ト」

昨年11月1日の創立

140周年記念式典の場で、

次の創立150周年を迎え

る2031年に向けた明治
大学のあるべき姿を示した長期ビジョンで

ある「MEIJI VISION 150―前へー」の20

22年4月から第3期中期計画をスタートと

させた。

この計画は大学経営・運営・財務戦略・

施設整備計画・そして教育、研究、学生支
援や社会連携・社会貢献等で構成されてい

るが、先ず真っ先に意思決定が必要なのが

「生田キャンパス第二中央校舎（仮称）の

建設である。
ロシアのウクライナ侵攻や円安の影響はあ

る程度避けられないと思うが、ここ数年の

財政の健全化努力が功を奏しよほどの事態

にならない限りは、建設計画を進め、生田
キャンパスの強靭化を支えていく。

また創立150周年に向けた大きな計画と
して、駿河台キャンパスにおける神田猿楽

町地区を風疹とした施設整備計画を予定し

ています。

また他キャンパスにおける施設計画も予

定し、時代に向けた高品質のメディア授業

や、デジタル化による情報の統合管理等の
情報化戦略と合わせて、アジアのハブとな

るキャンパスを目指し、大学のレジリエン

ス強化を図る。
（編集注 レジリエンスとは、困難や脅威

に直面している状況に対して、「うまく適

応できる能力」「うまく適応していく過程」

「適応した結果」を意味する言葉です。）

「2023明治大学の姿」―2023年の抱負

中央教育審議会の答申では、我が国の大

学進学者数は2040年には約51万人に減少

するとされ、高等教育機関の規模の適正化

が必要と指摘され、コロナ禍の影響で出生
数の減少を加味すると、50万人を下回るこ

とになる。

一方、世界に目を向けると世界人口は80
億人から2050年には98億に増加すると国

連は予想する。人口増加地域はアジアとア

フリカであり、世界の高等教育のマーケッ
トは拡大基調が続きます。中国、インド、

インドネシア等では増加する大学生を自国

だけでは到底収容しきれず、優秀な学生ほ

ど海外を目指す傾向が強まるでしょう。

こうした未来を見据えて、本学は「世界

に開かれた大学」「世界に発信する大学」
としての魅力を一層高めると同時に、留学

生受け入れへ拡充・キャンパス内のグロー

バル化を推進していく。これらの実現に向

けて、国内外の多様な人々との「協働」に
貢献する大学にふさわしい、教育研究環境

の充実を目指す。
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「2023明治大学の姿」
―2023年の抱負

大六野 学長（要旨抜粋）

・・・（略）・・

大学の構成員はその
足元の状況を見つめ、

ある意味で1から将来

の大学像を考え、その

中から生まれる新たな
構想を試しながら、協

働して将来の大学をデ

ザインする必要がある
と考えます。そうすることによってのみ、

次の時代に対応できる質の高い教育・研究

の形を生み出し、将来を支える人材を生み

出すことができるのではないかと感じてい
ます。

「同心協力」の精神を持って開校し、

「権利自由・独立自治」を建学の精神とす
る本学は、ＶＵＣＡ時代と言われる現代に

おいて、「人間が人間として生きるに値す

る平和な社会（世界）」の創出を目指す教
育・研究拠点であること、そして、多様性

尊重と包摂性を重視した「誰1人取り残さな
い」社会（世界）の創出を可能とする教育・

研究の在り方を模索し実現するために邁進

してまいります。

校友・御父母・教職員の皆様にご協力い

ただきながら、明るい年のしていきたいと

思います。
変わらぬご支援をよろしくお願いいたし

ます。

（編集：VUCAとは、Volatility・Uncerta

inty・Complexity・Ambiguityの頭文字を

取った造語で、社会やビジネスにとって、

未来の予測が難しくなる状況のことを意味
します。

この、Volatility（変動性）・Uncertainty

（不確実性）・Complexity（複雑性）・A

mbiguity（曖昧性）は、時代の特性を表し
ています。 出典：i-Learning.jp ）

ＰＣから
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2023 年展覧会案内

明治大学博物館 ２０２３年展覧会案内（予定）

会場：特別展示室(アカデミーコモンＢ１階)

収蔵庫のとっておき—知られざる逸品の数々—

                     
ミニチュア土器（岩手県雨滝遺跡・縄文時代）

会期：2023 年 1 月 28 日（土）～3 月 11 日（土） 入場無料

主催：明治大学博物館

明治大学博物館では、43 万点もの学術資料を収蔵しています。しかし、そのう

ち常時展示室で公開されているのはわずか 2,000 点にすぎないのです。本展で

は、出番を待っている資料のうち、当館の広報誌『ミュージアムアイズ』の人

気コーナー「収蔵室から」で紹介された、雨滝遺跡の精巧なミニチュア土器（考

古部門）や赤物玩具（商品部門）をはじめとする注目の逸品や、刑事部門が豊

富に収蔵するさまざまな古文書を紹介します。

明治大学博物館は、東京都千代田区神田駿河台の明治大学駿河台キャンパス内

にある博物館で、刑事部門・商品部門・考古学部門および大学史展示室からな

る。 所在施設: 明治大学 アカデミーコモン
所在地： 〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台１丁目１ 明治大学 駿河台

キャンパス アカデミーコモン地階

開館時間, 【月～金曜日】 10:00～17:00（入館は16:30まで） 【土曜日】
10:00～16:00（入館は15:30まで） ※ミュージアムグッズ販売は12:30まで。

電話： 03-3296-4448

開館： 2004年4月

（出典：明治大学・ウィキペディア）
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編集後書 今年も大変穏やかな陽気で新年を迎えることができました。皆様どのようなお過ご

し方をされたのでしょうか。箱根駅伝の応援に駆けつけた方、ラグビー準決勝に行けず呑み暮

れていた人、新年の誓いに向けて歩みだした校友、多様な形でお過ごしになられたでしょうね。

広報担当は、加齢と寒さと気力の劣化で、もっぱらパソコン相手に校友からの提供情報や大学

の情報など探しまくっていました。その結果、web版ですが第51号多摩支部会報2023年迎春

号を発行できました。ご協力いただきました多くの校友に感謝申し上げます。今年の迎春号に

は”華”がありません。大いに期待されていたアレが無いからです。昨年は準決勝、決勝と、

栄冠は取れませんでしたが「燃えました」。

さて多摩支部は本年7月17日に京王プラザホテル八王子で、支部設立20周年記念総会・祝

典を開催します。新型コロナ感染症の拡大状況が気にはなりますが、ワクチン接種と安全対策

の徹底、加えて個人の感染予防意識の自覚のもと、是非、開催成功に向けて一致協力して進め

てまいりましょう。

母校もアジアの雄として、そして世界に開かれた冠たる大学へと邁進します！母校を応援し
ましょう！ （多摩支部広報委員会）
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